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ヒ ト お よ び ラ ッ トの 肝 内胆管 に 熱硬化性樹脂 く毛 細血管注 型 用 樹脂 M E R C O X C し2B． R－5，
m ethyl m etha c rylate m o n o m e r， n －butyl m etha c rylate の 3剤混 創 を注入 し， 肝内胆管の 鋳型標本を
作製し， 実体顕微鏡 お よび走査型電子顕微鏡で 観察し た． ヒ ト正 常肝の 肝内大型胆管の鋳型標本表面に は
3種の 突出物 く大型 お よび小型 樹枝状突出軌 付着状突出榔 が み られ ， 肝内の 大型胆管に 広く分布 して
い た． これ ら の 突出物 は胆管の 両側に 鄭犬に 配列し， 胆管分岐部 で ， こ れ らの 突出軌 とく に大型樹枝状
突出物の 相互 に 吻合が 見られ た． 3種 の 突出物の 中 で は ， 大型樹枝状突出物が最も多く見られ た． こ れら
の 突出物 の 大きさ と形帆 ま た， 胆管に 樹脂 を注入 した後 に 薄切 した胆管組織標本の 光顕的検索に より，
小型樹枝状突出物 は肝内胆管付属腺の 壁外腺 に ， 付着付突出物は壁内腺 に ， 大型樹枝状突出物 は壁外腺の
一 部お よ び胆管よ り肝実質 へ 向かう 胆管の 小 分枝に 相当す ると 考え られ た． 正 常ラ ッ トの 胆管鋳型標本で
は， 胆管表面 に付着状突出物が不 規則 に 分布 して お り， 光頗的に は， こ れ らの 突出物 に相当して， 付属腺
組織が胆管壁内お よ び胆管壁に 接 してみ られ た． 3週間の胆道閉塞 ラ ッ トで は光顕的に は胆管付属腺の 増
生 が見 られ， 胆管鋳型 標本 で は付着状突出物 の 増加， 分 軌 延長が見 られ ， 走査型電子顕微鏡の所見と光
顕所見の 一 致 をみ た ． 以 上， ヒ トお よ び ラ ッ トの 大型肝内胆管鋳型標本 を観察す る こ と に よ り， 肝内胆管
付属腺組織を立体的に 捉 え， さ らに そ の病的変化 を三 次元的に 観察す る こ と がで き た．
Eey w ords 肝内胆管系， 熱硬化性樹脂， 肝内胆管鋳型， 肝内胆管付属腺
正常ヒ ト肝外胆管系 に 付属腺の 存在す る こ とが 従来
より知られ て い る ． こ の 付属腺組織 は， 乳頭 部胆鼠
総胆管， 胆嚢管， 総肝管 に お い て観察 され ， 管状胞状
腺とさ れ てい る1ト31． 一 方 ， 肝内大型 胆管 の 周囲に も付
属腺組織 の 存在す る こ と が 知ら れ て お り1ト朝 ， 教室 の
寺田ら5I6Iは そ の 形態か ら胆管壁内に あ る 壁内腺 と胆
管壁外の 疎 な線維性結合組織内に あ る壁外腺 と に 二 分
でき ると述 べ て い る ． そ して ， 壁 内腺 は分枝に 乏 しい
管状胞状腺で あ り， 壁 外腺は小葉状 の 構造 を示 し， 固
有の 導管 を 介 し て 胆管腱内 へ と 連続 す る と し て い
る5刷
． 肝外胆管壁 で は， 付属腺が ほ ぼ全 周性 に み られ
るの に対 し， 肝内大型胆管 で は， 付属腺 ， 特 に 壁外腺
は胆管の 左右に 配列 し て い る と述 べ て い る引6I． し か
し， これ ら の 報告は い ずれ も ホ ル マ リ ン 固定後の 組織
切片を用 い た もの で あ り， 肝内大型 胆管の 付属腺の形
態と その 分布 パ タ ー ン の 立体像を正確 に と らえ た報告
は未だ な い ．
そ こ で今回 ， 著者 は正常 ヒ ト肝内胆管に 樹脂 を注入
し， 肝内胆管鋳型標本 を作製 し， 実体顕微鏡と走査型
電子顕微鏡 く走査電顕う で観察す る こと に より， 正常
ヒ ト肝内大型胆管に 如何な る立体的構造物が付属 して
い る の か ， それ らの 構造物 は光顕 で観察さ れた如何な
る組織 に 対応 して い るの か， そ して， 組織学的に 観察
され る肝内胆管付属腺の 立体的な形態と配列 は どの よ
うな も の か を中心 に検索 した． さ らに ， 胆道閉塞 を伴
う と 卜の 肝内大型胆管壁 に つ い て も同様な観察を試 み
た
．
ま た， 実験的研究と して ラ ッ ト を用 い ， 正 常の 肝
内胆管系の 鋳型樹脂標本 を観察 し， さ ら に 3週間の 胆
管閉塞モ デル を作製 し， 肝内胆管鋳型表面に み られ る
病的変化も併せ て 検討した ．
Abbreviatio ns 二Al－p， alkalin e phosphatase三 y
－ G T P， ga m m agluta myl tr anspeptidas ei
G O T
， gluta mic o x alo ac etic tra n s a min as eニ G P T， gluta mic p yru vic tr an sa min as ei LD H，
1actic a cid dehydroge n as e． 光顕， 光学顕微鏡二 走査電顕， 走査型電子顕微鏡．
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対象お よ び方法
工 ． 肝 内胆管系の 名 称
ヒ トの胆管系の名称 は， He aley ら7りこ従 っ た ． つ ま
り， 胆管系を総胆管 くc om mon bile du ctl， 総肝管
くc o m m o nhepaticdu ctl， 左肝管 く1efthepaticdu ctJ，
右肝管 くrighthepatic du ctl， そ れ に 右肝管の 分枝と
して ， 前区域枝 くa nterio r segm e ntdu ctl， 後区域枝
くpo ste rio r segm entdu ctl， 左肝 管の 分枝 と して， 内
側 区域枝 くm edial segm e nt du ctl， 外 側 区域枝
く1ate ralsegm e ntdu ctlに 大 きく分類 した． そ して 各々
の 区域枝 くsegm entdu ctl か らの 第 1 分枝 を領域胆管
くa re adu ctl と呼び， さ ら に それ よ り末梢 の 枝 を隔壁
胆管 仁septal du ct， と 呼んだ 4I． そ して ， 左右の 肝管，
区域胆管，領域胆管を肝内大型胆管 と呼ん だ ． な お ラ ッ
トの胆管系の名称 に関して は， 総胆管 お よび そ の 1次
分枝， 2次分枝， 3次分枝， さ らに そ の 分枝に 分類 し，
い － 3次分枝 まで を肝内大型胆管と呼 ん だ．
工工 ． ヒ ト正 常肝 内股 管の 鋳型模本 の 作製
肉眼的， 組織学的 に肝 に 著変 を認めず， また胆管系
に 病変 を伴 わ な い ヒ ト 剖 検肝 23例 を 対 象 と し，
Ya m a m ot ら8Iの方 法 に 準 じ， 胆 管の 鋳型 を作製 し
た
．
こ れ ら の症例 の年齢 は生後 2 ケ月 へ 8 7才 く平均
．
52．2才Iで あっ た ． まず， これ ら 23例中16例 は， 剖
検 吼 総胆管 を付 した肝を摘出し．， 直
ちに 門脈 に ビ ニ
ル チ ュ ー ブ を挿入固定 し， 経 門脈的 に リ ン ゲ ル 液 で
15〆 1－20c m 水柱圧 に て 湾流 した． 同時 に肝 内胆管系 を
生理食塩水で 数回洗浄 し， そ の 後 総肝管 に ビ ニ ル
チ ュ ー ブ を挿入 固定 した． こ の 時， 肝 の 右葉及 び左葉
の未棺よ り光顧用標本 を数個採取し， ホル マ リン固定を
行 い 病理診断用 の ブ ロ ッ ク と した． 次 に ， こ の チ ュ ー
ブ よ り下記の 樹脂を 20ノ ー25c m 水柱圧 に て注入 し た．
用 い た樹脂 は， い ずれ も熱硬化性樹脂 であ り， 毛細血
管注塾用樹脂 M E R C O X C し2 B， R－5 くM E R C O X樹
脂H 大日本 イ ン キ 化学， 束 京1 と m ethyl m etha－
Crylate m o n o m e rく和光純薬工業， 大阪l を 6 ニ 4の
割合で浪合 し くA配合I， 注入 直前 に 硬化剤 be n z oyl
pe roxide く和光純薬工業l を微量添加 した ． 樹脂注入
の後， 肝 を 60
0
C に て 24時間温水浴 させ て 樹脂 の完全
な重合， 硬化を行 っ た ． そ の後， 約1週間 30％ NaO H
水溶液内に 入 れ ， 肝実質を腐食， 除去 し， 肝内胆管鋳
型標本 を完成 させ た く図 1う． こ の 樹脂鋳型標本を実体
顕微鏡で詳細 に 観察し， 総肝管， 左肝管， 左葉の 区域
胆管， 左葉の 領域胆管， 右肝管， 右葉の 区域胆管， 右
葉 の領域胆管の同定を行う と 同時に ， そ の表面構造を
観察 し く図 2う， 次い で， 加熱 した小型の メ ス で 各々 の
レ ベ ル の 胆管 を注意深く短切 した． その 後， 切断 した
胆管鋳型樹脂標本 を試料台 に 固定 し， 柑 －2 型IO N
C O A T E RくEI K O E N GI N E E RI N GC O． ， 茨励 内で
白金 ． バ ナ ジ ウ ム で加電蒸着 した後， 走査電顕日立S．
510ほ 立， 茨城ン に て 観察 した く撮影電圧 は10ノ ー25
k VI．
観察 し た胆管鋳型表面 に 付属 す る構造物が ， ホ ル マ
リ ン 固定標本 で の 組織形態像の 何 に 相当す るの かを知
る目的で ， 以 下の 検討 を行 っ た ． 上述 の A 配合で 硬化
した樹脂は， 常温 で は非常 に硬 く， ミ ク ロ ト ー ム で は
薄切で き な か っ た ． そ こ で， M ER C O X樹脂， m ethyl
m etha c rylate m o n o m e r， こ れ に ガ ラ ス 転移点 くTg1
20
0
C と常温で充分 に 柔ら か い ， n－butyl m ethac rylate
く和光純薬工業うを種々 の割合 で 混合 させ ， ミ ク ロ ト ー
ム で 薄切で き る樹月旨の 配合 を知ろ う と試 みた ． そ の結
果， M E R C O X樹 脂 35％， m ethyl m etha crylate
m o n o m er22．5％， n －butyl m etha crylate 42．5％の割
合に 慣合 して くB 配合1， 硬化剤 be n z oylpe r o xide を
微量加 え た樹脂 を胆管内 に 注入 した 場合， 樹月旨が完全
に 重合 した後で も 柔ら か く， 常温でミクロ ト ー ムで約5
月m の薄切片 を作製 する こ と が可能で あ っ た ． そ こで ，
ヒ ト正常剖検肝 23例中7例を用 い ， B配合 の 樹脂を肝
内胆管 に 注入 す る と 同時 に 経門脈的 に 10％中性緩衝
ホ ル マ リ ン を 15r l － 25c m 水柱圧で潜流 させ て， 肝組織
を固定 した． こ の 後， 肝左葉ある い は右葉の 肝管， 区
域胆管， 領域胆管． 隔壁胆管の各々 の レ ベ ル で胆管を
横断す る よ う に 組織切片を切 り出 し， 型 の 如く， 脱水，
パ ラ フ ィ ン 包埋 し， 5ノJ m 薄切 を行い ， へ マ トキ シ リン
エ オ ジ ン くH即染色 を行 い ， 光顕下 に 観察し た， また，
9個 の 組織切片 で は 多数 の連続切 片 く6月 m 幅 で
80ノ ー － ノ150枚フを作製 し， 樹脂の 入 っ た構造物の 行方を調
べ た
． 切 り出 した残 りの 肝 は， 前述 の 如く 30％NaO H
水溶液 で 肝実質 を腐食， 除去 して， 肝 内胆管鋳型標本
の 作製 に 供 した ．
ま た 鋳型標本 を作製 し た 23例 と は別に ， ヒ ト正 常剖
検肝 10例 を 中性ホ ル マ リ ン 固定し た後， 総肝管， 左右
肝管， 区域胆管， 領域胆管 を長軸方向に 切開し， 各肝
内胆管の内陸面 を肉眼 な らび に 実体顕 微鏡で 観察した
く図 3う．
組織計測二 組織切片の 胆管壁の 厚 さ， 胆管上 皮基底
部 よ り付属腺 の 最先端ま で の 距離を顕 微測定装置 け
リ ン パ ス 社， 東京う を用 い 測定 した． 計測は 主に ， 左
ま た は右の 区域胆管で行 っ た．
Ill． ヒ ト閉塞性黄痘肝 の 肝 内胆 管鋳 型 標本の 作製
総胆管結 石 1例 く58才， 女性う， 膵頭 部癌 1例く63
才， 男性う， 食道癌の肝門部転移 に よ る総胆管閉塞 1例
く61才， 男性うの 計3例の 胆道閉塞剖検肝 を用 い ， 肝内
胆管鋳型標本 を作製 した ． そ の 方法は正 常肝で 行 っ た
肝内大型胆管鋳型模本の 観察 463
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の と 同様 くA 配合う であ り， 完成 した 鋳型 を実体顕微
鏡お よ び走査電顕で 観察 した．
軋 ラ ッ ト正 常肝 と胆 道閉塞モ デ ル の 肝 内胆 管鋳 型
の 作製 と観察
無処置の 正常 ウイ ス タ ー 系雄性 ラ ッ ト く体 重 約300
gう15 匹 を用い ， 正 常肝の 肝内胆管の 鋳型標本 を作製 し
た． ま た， ウイ ス タ
ー 系雄性 ラ ッ ト く約 300gう27匹を
エ ー テ ル 麻酔下 に 開腹 して ， 総胆管 を露出し， 3．0絹糸
に て 総胆管を結無 し， 胆道閉塞モ デ ル を作製 した ． 開
腹後， 恒温下 で 自由に 飼料 くマ ウ ス ． ラ ッ ト ． ハ ム ス
タ ー 用 固型 C R F－いくチ ャ ー ル ス リ バ ー 社， 米国1， 水を
与 え， 3週 間まで 飼育 した． な お ， こ の 内 5 匹 は ，
Fig．1． Bilia ry c a st of a n o r m al htl m a1 1iv e r． a r r o w こ C O m m O nhepatic du ct． xl12．
Fig－2■ Ster e omicr o s c opic view of intrahepaticbilia ry c a stbr a n chingfro mthe right
Segm entdu ctくa r ro wltotw o righta re aductsくA DJ． Note tre e．1ike pr ojectio n sく嶺J
distributed in op po site sides ofthebilia ry ca sts． So m e a n a sto m o se s ofpr oje ctio n s
a r e se e n at the bifu r c atio n of bile du ctal c a sts． xlO．
Fig ．3． Inter n alvie w of lefts egm e ntdu ctal lu m en ofthe n o r m al hu m a nliver． Note
S m all hole s a rr a nged in alin eくa rr o w sl． X5．
Fig． 4a． T hetr a n s v e rs e s e ctio n oftheleft a r e adu ct ofthe n o r m al hu m a nliv er． T helobules ofthe
exte m al glandsくar ro wsla r e situ ated at the op po site side s ofthebile du ct． H Estain， X 15．
4b． A lobule of extram ular glandsin the peridu ctal soft tis su e ofthe n o r m al hum an liv er． H E
Stain， XlOO．
4c． Tw o a cin i in highde n s e c o n n e ctiv etis su ea r oundthe a re adu ct ofthe n o r m al hu m a nliv e r
くintr a mula rgla ndsl． H Estain， X150．
4d． A lobule of intra m ula rgla nds c o n n e cting withthe a re adu ct ofthe n o r m al hu m a nliv e r． HE
Stain， X 200．
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3週間以前に 死亡 し たの で 今回 の 検索か ら除外 し， 残
る22 匹を以 下 の 検索 に 供し た．
これ らの 正 常ラ ッ トお よ び胆 管結染 ラ ッ ト を エ ー
テル 麻酔下に 開腹 し， 下 大 静脈 よ り約 10c cの 血 液 を
採取し， 脱血 死 さ せ た後， 直 ちに 総胆管 を含 む肝を摘
465
出した ． その 後， 胆 管結数群 17 匹 と対照群 10匹 で は，
人 体例 と同様 に 肝 を経門脈的 に リ ン ゲル 液で 15へ 20
C m 水柱圧 に て湾流 し， その 後， 総胆管よ り小 児用 ペ
ニ ュ
ー ラ針 25G を挿入 ， 固定した． 胆管結勢群 17匹
と対照 群5 匹で は， 人 体と 同じく A 配合の熱硬化性樹
Fig． 5． Intr ahepatic bilia ry c a st ofthe n o r m al hu m a nliv erくright a re adu ctl． Notela rge tre e．1ike
pr oje ctio n sdistributed in the op po site sides ofthebiledu ct． Sc a n n lng ele ctr o n mic r o sc ope． X20．
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Fig．6． Intr ahepatic bilia ry c a st ofthe nor m al hu m a nliv erくbifu rcatio n ofthelefthep
atic du ct to
s egm entductsl． Note so m e a n a stom o s esbetw e enla rge tree
－1ike pr oje ctio n sin the inn e r spa c eof
thebifu rcati，on． Sc a n ni g electr o n micr o s c ope． X20－
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脂を 15へ 20c m 水柱圧 で 胆管内 へ 注 入 し， 樹脂鋳型 標
本を作製 した． 次い で ， 白金 ． バ ナ ジウ ム で 加電蒸着
衡 走査 電顕 で 観察 した． 残 り の 対照群 5匹 で は， 人
体と同 じく B 配合の 樹脂 を肝内胆管 に 注入 す る と同
時 に， 経 門脈的に 10 ％中性緩衝 ホ ル マ リ ン を 15へ 25
cnl水柱圧 で潜流させ て ， 肝組織 を固定 した ． こ の 後，
大型胆管を含む組織切片を切 り 出し， 型 の 如 く脱水，
パ ラ フ ィ ン 包埋 後， 5声 m 薄切し H E染色 を行 い ， 光顕
で 樹脂の 注入 さ れ た部分 の 組織像 を観察 した． ま た残
りの 胆 管結染モ デ ル 5匹 と 正 常肝 5 匹で は ， 採血 後，
総胆管 を含 む肝を 10 ％中性緩衝 ホ ル マ リ ン で 固 定し，
肝門部を含 む標本 を各例に つ き 3個以 上 切 り 出し， 型
の 如く 脱水， パ ラ フ ィ ン 包 埋 後 4 勺 6月m の 切 片 で
HE 染色 を行い 光顕 的観察 を行 っ た ． さ ら に ， これ ら の
内， 代表的な 4 個 の ブ ロ ッ ク を用 い ， 約 150枚の 連続
切片 く厚さ約 6声 mうを作製 し， H E染色 を行 い ， 光顕
的に付属腺組織の 変化 を観察 した． なお ， 採取 した血
液を用 い ， 血清総 ビ リ ル ビ ン， グ ル タ ミ ン酸． オ キザ ロ
酢 酸 ト ラ ン ス ア ミ ナ ー ゼ くgluta mic o x alo a cetic
tra n s amin a se， G O Tl， グ ル タ ミ ン 酸－ピ ル ビ ン酸 トラ
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ン ス ア ミ ナ ー ゼ くglutamic p yruvic tr a n samin a se，
G P T l， ア ル カ リ ホ ス フ ァ タ ー ゼ Calkalin e pho s－
Phata se， Al．PI， ガ ン マ グ ル タ ミ ル トラ ン ス ペ プ チ
ダ ー ゼ くga m m agluta myltra n speptidase， y．G T Pl，
乳酸脱水 素酵素 く1a ctic a cid dehydroge n a s e， L D H l




ヒ ト肝 内大 型 胆 管の 観察
1 ． 正 常の 肝内胆大型管組織の 光顕像
左右肝管， 区域胆管， 領域胆管の 胆管内面 を実体顕
微鏡で観察す る と両側に ， 小さ な陥凹 が 557士116声 m
くm e a n士S Dlの 間隔で 点状に 並 んで い る 像が 観察 され
た く図31． こ れ らの 胆管系 を組織学的に観察す る と，
胆 管壁内に 単管状腺管が少数観察さ れ， ごく稀に 少数
の 分岐を示 す 多房状の 小型の 腺組織が みら れた く壁内
腺う． ま た， こ れ と は別 に胆管の 両側の周囲結合織 に 複
数の小葉状 の 構造 を示 す 腺組織が観察さ れ た く壁外
腺H 図4a，b， C，dl． こ れ らの 壁外の 腺組織 に連続す る
様 に 導管が み ら れ， 胆管腔 へ と連絡し てい る こ と が，
Fig ．7． Intrahepaticbilia ry c ast ofthe n o rm alhu m a nliv erく1efts egm e ntdu ct to a r e adu ctl－ Large
a nd s m alltr ee－1ike pr oje ctio n s a r eirregula rly distributed o nthebilia ry c a st■ Sc an ning ele ctr o n
mic r os c ope． X3O．
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Fig ，8a ． An a sto m o s esbetw ee n la rge tre e－1ike
pr oje ctio n s at the bifur c atio n． H ighe r m agnl－
fic atio n of Fig． 6． X60．
8b． Thetips ofthetr ee
－1ike pr oje ctio n s of Fig．6－
Note m ultiple po u ch－1ike pr oje ction s o nthe
su rfa c e． Sc a n ni g ele ctr on micro sc ope． XlOO．
肝内大型胆管鋳型標本の 観察 469
連続切片で 確認さ れ た ． こ の 壁外付属腺の 最先端部と
胆管腔面 との 距離 は， 327士95 声m であ っ た ■ な お 顕微
測定装置で 計測し た， H E標本上 の 区域胆管壁 の 厚さ
は， 164 士34ノノ m で あ っ た ．
2 ． 正常肝内胆管鋳型標本の 観察
鋳型標本 を走査電顕 で観察す る と， 左右肝管， 区域
胆管， 領域胆乱 隔壁胆管の 表面 に 3種の 突出軌 つ
ま り大型 樹枝状， 小 型 樹枝状， 付着状突出物が観察さ
れた． こ れ ら は， 胆管が 分岐す る面 に
一 致 して ， い ず
れも胆管の 両 側 に 翼状 に 認 め られ た く図 5， 6う． 大型
ある い は小型樹枝状突出物は， 632士259声m の 間隔を
も っ て 分布 して お り ， その 中に 少数の 付着状突出物が
散在して い た． また ， 左右肝管及 び左 右区域胆管の肝
管に 近 い 部分で は， 突出物が胆管の 分岐す る面 に
一 致
して見られ る の み な らず， 少数の 突出物が全周性 に 散
在してい た く図7I． それ ぞれ の 突出物の 形 態像 を述 べ
り 大型樹枝状突出物
肝内大型胆管よ り垂 直 に 幹状 に 突出し， さ ら に こ の
幹よ り多数の 枝が分枝す るも の で あ る． こ の 分枝の 表
面に後述の 付着状突出物が散在性 に み られ た く図5，
6， 8a，bl． この 構造物の 高さ は 1 へ 10m m で あ り， 実
体顕微鏡下 で観察が 可 能で あ っ た く図2う． こ れ らの 突
出物は観察した い ずれ の レ ベ ル の 胆管表面 に も み られ
たが， 左 右肝管 く 区域胆管ン 領域胆管 ン 隔壁胆管の 順
に 多く み ら れた ． 左右肝管， 区域胆 管， 領域胆管の 分
岐部で は， 分岐 した直後の 胆管表面 か らの 大型 樹枝状
突出物の 一 部が 互 い に 吻 合し て ， 網目状に 広が っ て い
る像が散見さ れ た く図 6， 8aう． 3種 の 突 出物 の 中 で
は， この 大型樹枝状突出物が最も多く み られ た．
2う 小 型樹枝突出物
これ も胆管表面よ り ほぼ垂 直に 突出す る構造物 で あ
り， 拡大 を上 げた 実体顕微鏡下 で 観察 し得た． その 構
造物 は， 胆管表面 よ り管状に 突出し て お り， その 表面
に 直径25へ 100メm の 多数の 小 さ な ポ リ
ー プ状 の 突出
物が細 い 茎 で房 状 に つ なが っ て い た く図9う． こ の 突出
物の 大 き さ は， 大型 樹枝状突出物よ り は る か に 小さ く ，
さら に 分 枝傾向が乏 しく， 大型樹枝状 突 出物と は明ら
か に 異な っ て い る もの が 多か っ たが ， 大型 樹枝状突出
物と明瞭に 区別 し得 な い も の も み られ た． なお 大型 樹
枝状突出物で み ら れ た， 胆管分 岐部 で の 突出物相互 の
吻合像は， こ の 小 型樹枝状突出物で はみ られ な か っ た ．
こ の 突出物は観察 した い ずれ の レ ベ ル で も み られ た
が， 区域胆 管と領域胆管に や や密で あ っ た ． そ の 高さ
は 250へ 牒60ノノ m 位で ， 高さの 平均値が ， 上 述の 壁外腺




大型樹枝状突出物や小 型 樹枝状突出物に 比 べ て はる
か に 高さ の 低 い 突出物で あり ， その 形態よ り， さ ら に
3種 に 分類 で き た． ひ と つ は， 直径 50へ 170月m の 管状
突出物 く図10aIで あ る． 次は直径 25へ 100ノノ m の 球状
物が細 い 茎 をも っ て 胆管に つ なが っ た ポリ ー プ状突出
物 く図10bうで あ る． もう ひ とつ は， ポ リ ー プ状突出物
と ほ ぼ同大の 球状物が房状 に つ なが り， 茎をも っ て胆
管に 接続 した房状突出物 く図10clで ある． 胆管表面 か
らの 高さ は， 管状突出物で は 124 士51ノJ m， ポ リ ー プ状
突出物 で は 118士33ノノ m ， 房状突出物 で は 148士36ノノm
であ っ た ． こ れ ら 3種の 付着状突出物の高さ は， 上述
の ホ ル マ リ ン 固定組織標本で計測した 胆管壁の 厚さ の
値 く164士34 仰山 よ り小さ く， 従 っ て ， 胆管壁内の 構
造物と判断さ れ た． これ は観察 した胆管の い ずれ の レ
ベ ル に もみ られ たが， 区域， 領域胆管に や や密 で あ っ
た ． な お ， 3種の 突出物の中で はポ リ ー プ状突出物が
最も多く み られ， 房状突出物は ごく少数で あ っ た ．
3 ． 正常肝内胆管の 鋳型 標本 と組織形態像と の 対比
Fig．9． A s m alltre e－1ike pr ojectio n with m ultiple
po u che s of intr ahepatic bilia ry c a st of n o r m al
hu m a nliv er． Sc a n ni g ele ctr o nmicr o sc ope． X
lO．
470 石 田
胆管内に 注入 した樹脂は光学顕微鏡 下 で 透 明 で あ る 葉の 腺管盤内に も観察 され た 個 11a． bう． 末梢の 隔壁
が ， 重屈折性 を示 し たの で ， 樹脂の 同定は 可能 で あ っ 胆 管 に も樹脂が充満 し て い る像 が 観察さ れ た． 連続切
た． こ の 樹脂は胆管内腔 に 充満 して お り， 胆管壁内付 片 で 樹脂の 入 っ て い る付属腺 の 導管を観察する と， そ
属腺の 腔 内， お よ び壁 外腺の 導管腔内， ま た付属腺小 の 一 部は胆 管内腔 へ と連続し て い た ． しか し， ニの 樹
Fig．10a． A tube－1ike pr oje ctio n of intr ahepatic bilia ry c a st of n o r m al hu m a nliver． Sc an ning
ele ctro nmicr o s cope． x270．
10b． A polypoidpr oje ctio n of intr ahepaticbiliary c astofn o r m al hu m a nliv e r． Sc a n nig ele ctr o n
mic ro s c ope． x270．
10c． A clu ster ofpo u ch－1ike pr oje ctio n s of intr ahepatic biliary bile c a st ofn o r m al hu m a nliv er．
Sc a n ni g eletro n micr o s c ope． x270
肝内大 型胆 管鋳型 標本の 観察
脂を入 れ なし1イこ丁属腺 小 葉の 腺房 も 少 な か ら ず 観 察さ
jL， また， 所 々 で ， 注 入 し た樹脂が グ リ ソ ン 鞠 の 疎結
合織内に 漏 れ て い る像 も観察さオLた ．
4 ． 閉塞 性爵痘 肝 の 肝内胆管の 観察
3例全例で ， 胆管は脆 く な っ て お り ， ま た胆 管性の
膿瘍が多発 して し1た の で ， 型 の 如く樹脂 を注 入す る と，
胆管が破れ たり， 樹脂 が周 囲に 漏 れ， 肝管か ら区域胆
管 レ ベ ル の 完全 な 形 の 鋳型 標本 を作 る こ とが で き な
か っ た ． し か し， 観察 し得た部位で は， 胆 管の 両側に
大型樹枝状， 小 型 樹枝状突出杓お よび 付着様突出物が
観察さ れ， 正常肝に 比 べ その 数は増加 して い た ．
工工． ラ ッ トの 肝 内胆 管の 観察
1 ． 正常肝の 胆 管組織 の 光顕像
肝内の 大 型 胆管の 壁 内及 び壁 に 接し て 管状 の 腺様構
造物がみ られ た く図 12う． 胆 管腔基 底面 か ら腺様構造
物先端部ま で の 距離 は 40．0 士15ノノ王11で ， 2 へ 3 次 分枝
で の 胆管壁 厚 は 69．1 士21ノノm で あ っ た ． 連続切 片 に よ
る観察で は， 管状胞状腺で あり， 少 数の 分枝が み ら れ
た． しか し， 人 の 肝内胆管系 に み られ た壁外腺に 相当
する腺組織 は ラ ッ ト の 肝内大型胆管周 囲 の 結合織内に
はみ られ な か っ た ．
2 ． 正常肝内胆管鋳型標本の 観察
肝内の 大型胆管の 表面 に ， 上 述 の ヒ トの 付着状突出
物に類似 した突出物が， 特別 の 局在 を示 す こと な く観
察され た く図 13a， h cl こ の 突出物の 高さ は 29．4 士1 1
声m で あ っ た ． こ の 突出物の 大き さ は ト 上述の 光顕 で 観
察し た付属腺様組織の 大き さ に 大体一致 して い た ． ま
た， 樹脂 の 注 入 し た組織切片の 検討で ， 胆 管腔内お よ
び付属腺様組織内に 樹脂の 入 っ て い る こと が確認 され
た． これ ら の 突 出物 は肝内胆管系の 1 旬 3 次 分枝 レ ベ
L壬7l
ル ま で観察さ れ たが ， これ よ り末栴の 胆 管系で は ごく
稀 で あ っ た ． な お ， ヒ ト に み られ た樹枝状構造物は み
られ な か っ た ．
3 ． 胆 道閉塞肝の 光頼 像
胆 道閉塞 ラ ッ ト血 清の 検査成績は， 総 ビ リ ル ビ ン，
0 －5 4 士O．24 mgノdl く正 常値別， 0．30 士0．051ニ G O T，
149士66．7I U11 く63． 士7 ．4 5上 G P T． 23．1士4 ．58 I U1
1 く23．9士2．2 8ユ ニ Al．P， 34 ．8 士13．6 工Uハ く27．0士
7．21こ y
－G T P， 4 －25 士1．0 4I Ullく1 士0．31ニ L D H，
2312 士983 I Uハ く91．2士 14．2うで あり， 閉塞 性肝障害 を
呈 して い た
．
こ れ らの 成績， お よ び開腹時， 肝外胆管
お よ び肝内大 型胆管が拡張 してい たの で ， 胆道閉塞 と
それ に 伴う 胆 汁う っ 滞が存在して い た と考え られ た
．
組織学的に は， 正 常 ラ ッ トの 肝内大型胆管系に み られ
た の と 同様の 腺様構造物が み られ ， その 数は増加し，
ま たよ り外方に 向か っ て 延 長して い た ． しか し， ヒ ト
で み ら れ た壁 外腺 はみ られ な か っ た く図14I．
4 ． 胆道閉塞肝 の 肝内胆管鋳型標本の 観察
総胆管か ら 第 1 へ 第3次分枝の 胆管表面に 多数の 付
着状突出物が み られ ， 不 規則 に 分 枝す るも の が 多く ，
隣接す る分枝の一－一増汚は相互 に吻合し て お り， 胆 管表面
に タ コ 足 状 に ， ま た羊歯が 木に 絡み つ く様に み ら れ た
く図 15a，b， CI． さ らに ， 正常 ラ ッ トで は稀で あっ た， 第
4 次以降の 末棉の 小 胆管の 表面 に も同様の 突出物が少
な か ら ず み られ た が， 大型 胆 管 に 比 べ そ の 数は 少 な
か っ た ．
考 察
生 体内の 小 菅腔系の 立 体構築像と その 変化を検索す
る ため， 従来， い く つ か の 方法が知ら れて い る ． 小 菅
Fig． 1 1a． T he tra n svers e se ction ofthe right a re adu ct ofno r m al hu m a nliv e r． Injected re sin a re
fo u ndin the are adu ctal lu m e n a s w ella sthe gla ndula rlum e naくar rowsl． H Estain， X80．
1 1b． A lobule ofthe e xtr a m ula rgla nds c o ntaining lnje cted re sin ， H Estain ， X200．
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腔系を含む組織片よ り 多数の 連続切片 を作製 し， 目的
と す る管腔構造物を ト レ ー ス し， これ を再 構築し観察
す る 方法が よく 知 られ て い る1 01． 最近 ， 画像処 理 能 を持
つ コ ン ピ ュ ー ターに よ る 三 次元 画像解析 シ ス テ ム の 設
定が実用 化し 川 ， 胆管系や脈管系の 立体像と そ の 病的
変化の 報告が相次い で 成され て い る ． ま た， 管腔内 に
種々 の 造影剤 を注入 し， これ を軟 X 線撮影 し， 心 臓の
血 管系の 変化 や胆道系の 病態 の 把握 に 古くよ り 利用 さ
れ て い る5I． ま た， 熱硬化性樹脂 を管腔内へ 注入 し， 周
囲の 組織 を完全 に 腐食， 除去 し， 樹脂の 鋳型 を作製し，
そ の 形 態像 を検索 す る 方法 も古 く よ り 知 ら れ て い
る射1 21
さ て， 今 回著者は， 熱硬化性樹脂を胆管内 へ 注入 し
肝内胆管の 鋳型 を作製 し， これ を実体顕微鏡と走査電
顕 を中心 に 観察 した． 注入 した 樹脂は毛細管組織内 へ
注入 す る こ と を目的 に 開発 さ れ た M E R C O X樹脂と
ビ ニ ル モ ノ マ ー で あ る m ethyl m etha c rylate
m on o m er と n －butyl m ethacrylate の 混合物 で あ る．
ま ず， 肝門部胆管内 へ 注入 した樹脂 は肝内胆管腰内に
充満 し， さ ら に そ れ に付属す る管腔組織 く付属腺組織
と その 導管， お よ び胆管よ りの 小 分枝1 に 入 っ て い る
こ とを， 重 合した後 も薄切可能 な柔 らか さ を保 つ 樹脂
くB配合ナを注入 した肝の ホ ル マ リ ン 固定標本切片を光
顕 で観察す る こ とに よ り確認 した． 従 っ て ， 実体顕微
鏡お よ び走査電鋳 で胆管表面の 突出物， 付着物と して
観察さ れ た もの の 多く は胆管腔 よ り派生す る組織， 特
に付属腺組織 く壁内腺， 胆管壁外付属腺お よ び その 導
管の内膜I お よび大型胆管 よ り分 枝す る胆管小分枝に
相当す ると考 え られ る．
今回， ヒ ト肝内大型胆管鋳型標本の 観察 で ， 胆管壁
に 付属する構造物 を， その 形態 と大き さ か ら大型 樹枝
Fig．12． A intrahepatic la rge bile du ct of n o r m al
r atliv e r． A fe wintra m ulargla ndsくa rr o w sla r e
S ee n． H Estain ， X300．
田
状突 出物， 小 型 樹枝状突出物お よ び付着状突出物 の 3
種に 分類 し得た ． 組織計測的検索よ り ， 付着状突出物
は胆管壁 内 に存在する構造物 で あ り， 樹脂 を注入 した
肝 ． 胆 管の 組織学的検索結果 か ら も， 壁内腺に 相当す
ると 考え られ た ． 付着状突出物 は， そ の 形態よ り管状
突出物 ， ポ リ ー プ状突出物そ れ に 房状突出物に 分類し
得た ． 寺 田 ら5刷 に よ り壁内腺 の 多く は分岐 しな い 管状
胞状腺 で あ る こ と が明 らか に な っ て い る
． 管状突出物
は管状胞状腺の 内腔 に 樹脂が入 っ た状態， また ポリ ー プ
状突出 物は腺腔が拡張 し た壁 内腺 と して 矛盾 しな い ．
また 房状突出物 は組織学的 に複数の 腺房 の 集合した壁
内腺 に 相当す る と考え られ た ．
一 方 ， ノJl塾 樹枝状突出物 は組織計測及 び組織学的検
索の 結果 か ら， 壁外腺に 相当す る と考 えら れ た． この
突出物 は大型樹枝状突出物 に 比 べ ， その 数は少なか っ
た が， 大型樹枝状突出物 の 中に 少数混 じ っ て 胆管の 両
側に 規則性 を以 て分布し て い た ． 寺田 ら5刷 は壁外腺は
分岐 に 富 む複合型 の 管状胞状腺だ と述 べ て お り， いく
つ も の 小 葉状の 腺組織が集ま り， 導管 を介 して 胆管腔
へ と連続 して い る と述 べ て い る ． 今 回の 樹脂鋳型標本
で の 観察 でも ， 小型 樹枝状突出物の 先端部で はポ リ ー
プ状突出物が単独で ， あ る い は多数， 房状 に つ な が っ
てみ ら れ た こ と は， これ が腺組織で あ る こ と を示 唆す
るも の で あ り， その 形 態か ら 多数の 腺組織が導管 へ と
集 ま っ て ， 樹枝の 幹 とな り， 胆管本幹に 付着 して お り，
光顕像と 一 致 し て い た ．
次 に ， 大型 樹枝状突出物は， 3種の 突出物の 中でそ
の 数 は最も 多く み られ， その 一 部 は壁外腺 に 相当する
と考 え られ た． その 根拠 は， 組織学的に ， 肝内大型胆
管よ り か な り離 れた と こ ろ に 壁外腺が あ り， 長い 導管
を介 して胆管腔 へ と連続 して い る もの が あ る こ と， ま
た こ の 樹枝状突出物の 表面に 小型 樹枝状突出物の 表面




と， 小さ い 陥凹が規則性に 胆管 の 両側に 見 られく図3う，
隣接す る小陥凹相互 の 距離と大 型 お よ び小 型樹枝状突
出物相互 の 距離が大体 一 致し て い た の で ， 小 陥凹 は壁




一 部の 大型 樹枝状突出物に は上 述し た付着
状突出物は なく ， い く つ に も 分枝 して お り， 胆管より
肝実質 へ と 向か う小 分枝 に相当す る と考 え られ た． 肝
門部 で は胆管， 肝動脈， 門脈 の 分 枝は必 ずしも 二 分式
様式 で はな く， む しろ細 か い 枝が 本幹か ら直接出て 肝
実質を栄養 して い る こ とが 最近， 奥田 ら1封に よ り示唆
さ れ て い る ． 今回， 肝内大型 胆管 の 表面に 見 ら れた大
型 樹枝状突出物の－一 部も この 胆管本幹か ら の 肝実質 へ
向か う 分枝 で あ る可 能性 が ある．
肝内人 型胆管鋳 型標 本しり観 察 47ニう
上述の 3種の 突出物は肝内大型 胆管 の 両 側 に ， 胆 管 なく 分布す る もの が あ り， 肝外胆 管の 付属腺の 分布 と
の 分岐と川一 致し た 平面 に 配列し て い た が， 左 右の 肝管
及び左 右区 域胆管で は ， こ れら の 突 出 物が胆管の 分 岐
する面 上の み な らず， 胆 管表 面 の 全 問 性に 特別 の 局 在
類似 し て い た1 j
1 3，
． 正 常肝 で の 左 右の 肝管は， 多く の 部
分 で 柴膜 を有す る脂肪組織で 囲 ま れ て お り， 肝外胆 管
の 構造と類似す る こ と が知 られ て い る14I． 即 ち， 左 右の
Fig ．13a． A c a stof largeintr ahepaticbiledu ctofn o r m alratliv e r． Po u ch－1ike pr oje ctio n sくa rr o w sl
a r e s ee n o nthebilia ry c a sts． Sc a n ni g electr o nmic r o sc ope． X1 20．
13b． Anintr ahepaticbilia ry c a stofn o r m alr atliv e r． Sm allproje ctio n sくa rr ow slare se en a ro u nd
the biliary c a st． Sc a n ni g ele ctr o nmicro s c ope． X230．
1 3c． A po u ch－1ike pr oje ctio n o nthe s u rfa c e of bilia ry c a st ofn o r m alr atliv e r． Sc an ni gele ctr o n
mic ro s c ope． x1800．
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肝管及 び肝管近傍の 区域 胆管の 付属腺が ， 肝外胆 管の
場合 と ほぼ同様の 全周性の 局 在 を示 す こ と は， 左 右の
肝管 と肝外胆管系の 解剖学的類似性を反 映し て い ると
考 えられ る．
一 方， 正 常ラ ッ トの 肝内胆管系の 組織学的観察か ら，
胆管壁内お よ び こ れ に 接 して 付属腺様組織が あ り， 胆
管鋳型標本で も その 表面に ， ヒ ト で み ら れ たの と 同様
の 付着状突出物が 不規則に 見 ら れ た． 樹脂 の 入 っ た組
織切 片で の 観 察か ら， 鋳型 の 表面 に み られ る構造物は
胆管壁内お よ び胆管壁 に 接 した付属腺様組織 で ある こ
とが 確認さ れ た． こ れ らの 突出物 は分岐に 乏し く， ま
た大型 の 胆管に み られ， 第 4 次分枝 よ り末梢 の 小 型の
胆管で は殆 ん ど見 られ な か っ た ． な お ， ラ ッ トで は鋳
型表面 に と 卜 で見 られ た大型 及 び 小 型樹枝状突出物は
走査電顕で 観察され ず ， ま た組織切片で も壁外腺 は見
られ なか っ た ．
Ya m a m ot ら81は， ヒ ト， 赤毛 ザ ル ， 豚， 犬 ， モ ル
モ ッ ト の 正 常の 肝内胆管の 鋳型 標本 を走査電顕で観察
し， その 表面に sidebranch やpo u ch が配置 して い る
こと を報告 して い るが ， こ れ ら に 対応す る組織構造 に
関 して は， 検索して い な い ． 今 回の ラ ッ トを用 い た研
究 で ， 鋳型の 表面に み られ る構造物 は付属腺様組織 で
あ る こ とが 明ら か とな っ た ． さ ら に ， こ の 付属腺様組
織が胆道閉塞下で 増生， 分 枝， 延長 し てい る像が 走査
電顕 で 明瞭 に 示 され た．
ヒ トの 胆道閉塞症例で も， 部分的で は ある が， 肝内
大型胆管の 表面 に樹枝状お よ び付着状突出物の 増加が
観察され ， 付属腺組織の 増生に 対応 して い る と 考え ら
れる
． 肝内結石症や肝吸虫症 で は， 胆管壁内腺や， 壁
外腺の 著 し い 増生 の み られ る こ とが 知 られ て お り， さ
ら に その 褒胞性変化や破壊 も知 ら れ て い る1 5ト1 別． 今
Fig．14． A la rgeintr ahepaticbile du ct ofr at with
e xtr ahepatic bile duct obstr u ctio nfor3 w e eks．
Notethe prolife ratio n of intr a m ula rgla nds． H E
Stain， X300．
後， 種々 の 病態下 で人体 お よ び実 験 動物 の 肝内胆管付
属腺 が どの 様 な立体的変化 を示 すか が 課題 とし て戦っ
た
．
さ て ， 胆管系は肝細胞よ り始ま り， 肝内 で 次第に合
流 し， 左右の 肝管， 最終的に は総胆管 と なり ， 十二指
腸 へ と 至 る． そし て ， 肝内の 太い レ ベ ル や肝外胆管系
に は固有の 付属腺組織が あり ， 中性お よ び酸性の粘液
を産生 し5J6 削 I， ま た分 泌 型IgA が組織化学的 に染色さ
れ， 免疫グ ロ ブ リ ン が胆管内腔 へ 分 泌 さ れ て い る こと
が 最近 の 当教室 の 研究 で 次 第 に 明 ら か に な っ て い
る2り
．
そ して， 今回 の 研究で ， こ の 肝内大型胆 管の 付属
腺組織の 立体像が 示 さ れ， 胆汁の 分泌 や排掛 こか なり
の 影．響 を持 っ て い る こ と が実感で き た．
ま た， 従来の 連続切 片で は観察され て い な い ， 付属
腺相互 の 吻合 をと 卜 に お い て 走査電顕 で 明瞭 に 観察し
得た ． 同様の 吻合は Ya m a m ot らBIも 観 察 して お り，
彼ら は これ を hila rbilia ry plex u sと呼 び ， ヒ トと赤
毛 ザ ル に み られ たが ， 犬 ， モ ル モ ッ ト， う さ ぎに はみ
られ な か っ た と述 べ て い る ． 今回 の 検索 で ， この 現象
は壁 外腺相互 の 吻合 に よ る こ とが 示 され た． そし て，
こ の 吻合は肝内大型胆管の 閉塞時 に， 側副路となる 可




ヒ トお よ び ラ ッ トの 肝内大型 胆管の 鋳型 を作製し，
実体顕微鏡お よ び走査 電顕 で観察 し， 以下の 知見を得
た．
1 ． ヒ トの 肝内大 型胆管の 鋳型 標本の 表面 に大型樹
枝状突出物， 小 型 樹枝状突出物お よ び 付着状突出物の
3種 の 突出物 が観察さ れ た．
2 ． こ れ ら の 突出物 は胆管の 両側 に 配列し， 胆管分
岐部で は大型樹枝状突出物相互 の 吻合が み られ た．
3 ． 樹脂 を注入 した肝内胆管組織の 光頼 的観察と組
織計測法に よ り ， 付着状突出物は肝内胆管付属腺の 壁
内腺 に ， 小 型 樹枝状突出物は壁 外腺 に ， 大型 樹枝状突
出物 の 一 部 は壁 外腺 に ， 一 部 は胆 管よ り分枝 し肝実質
へ 向 か う胆管小 分枝 に 相当する と 考え ら れ た．
4 ． ラ ッ ト の 肝内大 型 胆管 に も そ の 壁内お よ び壁 に
接 して 腺組織が あ り， 鋳 型標本で は付着状 突出物とし
て 観察さ れた ． な お ， 壁 外腺や樹枝状突出物 はみ られ
な か っ た ．
5 ， ラ ッ トの 胆 道閉塞 モ デ ル で は， 付着状突出物情
増生 と 延長が 観察され た ．
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Fig．15a． A la rgeintrahepaticbilia ry c a stofratwith exthahepaticbiledu ctobstru ctio nfo r3w e eks．
Note the pr olifer atio n a nd the bra n ching of po u ch－1ike proje ctio n s． Sc a n nig ele ctr o n micr o－
SC epe． X 120．
1 5b
． Pr olife r ated a nd br a n ched pr oje ctio n s of hila rbiliary c ast ofr atliver withe xtrahepaticbile
du ct obstr u ctio nfo r3 w e eks， Sc a n nig ele ctr on micro s c ope ． X320．
1 5c － Pr olifer ated andbrqnched projectio n s of bila ry c ast ofr atliv e r with e xtrahepatic biledu ct
Obstr u ctio nfo r3 weeks． Sc a n nl ng ele ctr o nmicr o sc ope． X260．
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A bstra ct
T he three dim ension al archite ctu re ofthe intrahepatic bilia ry system and peribilia ry g
r a nds
w e ree xamined in hum an s a nd r ats by stere omicro scopl C and scan n l ng electr
o n micro s c opIC
obser va tions of intrahepatic biliary casts． Bilia ry c asts w e r e made of resin くa mixt ur e of
ME R C OX r e sin C L－2 B， R －5， m ethyl m ethac rylate mon om e r a nd n
－butyl m ethac rylateJ． In
hu mans the r e w er e3 ty pes ofprQJeCtions o n the s u rface of the bilia ry cas tsこ Iarge tre e
－1ike
prqjection s， S malltre e－1ike prqJe Ctions and pou ch
－1ike prqections■ T hes e projections w er e
distributed diffusely l ntheintrahepatic biledu cts andte ndedtobe ar ranged on op po s
ite sides of
the biliary c a sts－ T he large tre e
－1ike prqleCtion s wer efbund to a nasto m o s em ut u ally at the
bifu rca tio n of the bile du ctal ca sts． A m ong the thre e， la rge tr ee
－1ike prqjection s we r em o st
ftequ entlyfbu nd－ By comparingthe bilia ry ca stswith
light mic ro sc opicfindings，it wa s s ug gested
that the sm alltre e－1ike proJeCtions c o rre sponded to e xtram u r al pe riduc talgla
nds
，
the po u ch
－1ike
proJe Ctio ns c o rr e sponded to intr a m u
ral periduct al gla nds， and the la rge tree
－1ike prqje ction s
corr esponded to a pa rt ofextram ur alperiductalglands or sm all bile ductalbr an che s
． In norm al
rats， PO u Ch
－1ike proje ctions te nded tobeir regula rlydistributed on thebilia ry ca sts a nd see medto
corr espond tointram u ral pe riduct al g
lands． In ra tss ubjected tobile duc tligatio n for three
w e eks， PrOlifbra tion ， bran ching and elo ngation ofthe p
roje ctions w e refbu nd on the biliary c asts．
T hese nndings w e r ec onnr m ed bylight micro sc opl C e X a mination ． T his study clearlydem onstra t
－
edthethr e e－dim e n sion al ar chitec t ure oftheintrahepaticlarge bile ducts and theperibiliary glands
in nor mal hu m a nliv e rs and r atlivers， and further disclo sed thr e
－dim en sional alter atio n of
intrahepatic biliary gla ndsin rat swith b
ile duct obstr u ctio n．
